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          ３月９日（木）に第７６回玖珂中学校卒業式を挙行いたしました。例年になく

暖かな日差しに包まれ、厳粛な中にも穏やかな雰囲気の中、卒業生９３名が玖珂中学校

を巣立って行きました。 

             今日の良き日、義務教育から卒業する皆さんに、私は三つの言 

葉を伝えたいと思います。その一つ目は、いつもの言葉「楽しもう！」です。私はこの学校

に来たときから、皆さんに「誰もが楽しい学校を創ってほしい」と話してきました。楽なこと

を選べというわけではありません。楽しむために必要な努力を惜しまないでほしいということです。今後も、どこに行って

も、全力を果たしたときに得られる楽しさを、存分に味わってください。二つ目は「会釈のまなざし」という言葉です。「会

釈のまなざし」とは、すれ違いに交わす相手を思いやるしぐさや目線のことです。マスクに慣れてしまった私たちですが、

毎日の生活の中で相手を見ているでしょうか。コロナ禍を乗り越えてきた今だからこそ、すれ違うときの相手を思いやる

まなざしや、ふっとした出会いの時のしぐさを優しくしていくことは大切だと思います。最後の一つは、「伝統に合わせて

進化していかないと伝統でいられない」という、ある和食料理家の言葉です。その料理家は、「今、和食と呼ばれている

料理は、昔から変わっていないわけではなく、道具も調味料も料理の仕方も、どんどん進化して、今の時代の人々から

も受け入れられる料理としてあるからこそ、伝統文化として賞賛を受けることができている」と語りました。「何事も今まで

どおり」が伝統ではなく、今の時代に合わせて進化を探求することで伝統となっていくのだと教えてくれました。この三つ

の言葉はこれからの私たちを支えてくれる言葉だと思います。コロナ禍を駆け抜けてきたからこそ、楽しむために頑張る

努力をしながら、人への思いやりをまなざしで表現できる人になってほしい。たとえ困難にぶちあたっても、自分が創る

新たな伝統のために自分自身を磨いていってほしいと願っています。 
 

コロナ禍で様々な制限が続く中、それでも何かを成し遂げようと、目標をかかげ、

勉強や部活に取り組んだことや、仲間たちと切磋琢磨したことなど、いろいろあるでし

ょう。その努力は必ず皆さんを成長させてくれたはずです。 

目には見えなくても、いつも誰かがみんなのことを思っています。そのことに感謝し

て「ありがとう」と声に出して言ってみてください。ずっと応援しています。 
           
先輩方を心からすごいと感じたのは、文化祭でした。合唱での先輩方のまとまりと歌声は私たちを

圧倒しました。私は本当の楽しさというのは、三年生のようにみんなで創り上げるものなのだと心

が震えました。「Let’ｓ enjoy with a smile」～自分の色でみんなで描く玖中の未来～生徒会のス

ローガンに掲げた言葉のように、自分の色で大きな未来を描いていかれることを心より願い送辞とい

たします。 
             
 今、目を閉じればたくさんの思い出があふれてきます。クラスマッチや合唱コンク

ールでは、クラスで協力し、目標に向けて努力しました。目標達成の喜びに時には

涙を流すこともありました。つらいときには一緒に泣き、ふざけて笑い合うことのでき

る友達を得ることもできました。 

 そして、私たちは三年間で大切なことを学びました。それは「できないことを嘆くより、できることを

一生懸命やること」たとえできることが少なくても、限られた中で一生懸命頑張ってきました。本当

は悔しくてたまらなくても、精一杯力を尽くすことで、悔しいは楽しいに変わると学びました。中島みゆきさんの時代という

歌に「あんな時代もあったね。いつか笑って話せるわ」という歌詞があります。きっと未来の私たちは、今日のことも「そん

な時代もあったね」と笑って語り合っていることでしょう。どんなに今が不安で辛くても、与えられた状況の中でみんなが

力を合わせ、最善を尽くしていけばその先には明るい未来が拓けるのだと、今の私たちは信じることができます。私たち

はこの先も別れと出会いを繰り返し、困難にぶつかりながら進んでいきますが、玖珂中学校で学んだことをしっかり胸に

刻み、それぞれの花を咲かせていくと誓います。そして、この限りない感謝の気持ちを答辞といたします。 

玖珂中キャラクター 

くがまるくん 
 

Everyone enjoys school life！！ 

月号 

校長式辞より 

PTA会長祝辞より 

 

月号 

在校生代表送辞より  

元木泰賀様 

岡上咲貴さん 

卒業生代表答辞より 

本みづきさん 



 

 

 

 

  

 

 

 

 
 2 月 16 日に、今年度最後の学校運営協議会を行いました。今回は、3 年生を代表して藤田 君と天林 美空さんに

来てもらい、3 年生がこれまで行ってきた、ふるさと学習のまとめを発表してもらいました。３年生は、これまで様々な角度

から玖珂町についてのふるさと学習を行ってきましたが、最後の集大成として「玖珂町に生きる一員として、玖珂町に何が

できるだろうか」というテーマでグループごとに話し合い、自分たちにできることを考えたり調べたりして、具体的な実践アイ

デアとしてまとめています。卒業後も玖珂町に生きる一員として、各方面で活躍してくれることと、期待しています。 

 そして次年度からは、この学校運営協議会を小中合同で行うこ

とにしています。小中一貫校である良さをこれまで以上に生かし、

小学校と中学校が連携して様々な活動を進めていきたいと思って

います。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 月  日        内      容 

４月 10日（月） 
着任式、始業式、入学式（午後） 

在校生は、弁当が必要です。 

4月 13日（木） 尿検査 

4月 18日（火） 
全国学力・学習状況調査 

ＰＴＡ運営委員会（執行部） 

４月 19日～ 
家庭訪問期間（1 年生全員と２、３年生の希

望者） 

４月 19日（水） 小中合同学校運営協議会（玖珂小） 

４月 25日（火） ＰＴＡ総合役員会 

４月 27日（木） 中教研総会（３時間授業・給食なし） 

５月 ２日（火） ＰＴＡ総会、部活懇談 

 

第３回 学校運営協議会 
 

令和 5年度 

R５年度からは 

小中合同学校運営協議会に 

   卒業式の前日に、生徒会執行部の企画により、全校生徒が体育館に集まって 

３年生を送る会を実施しました。１、２年生がクラスごとに作成した「在校生からのメッ

セージムービー」や「玖珂中学校にまつわるクイズ」、「３年生の思い 

出の写真スライドショー」などを行い、３年生と１，２年生の最後の親 

睦を深めました。和やかな笑いあふれる会となり、３年生にとっても、 

１，２年生にとっても良い思い出になったと思います。 

３年生を送る会 
 

教室配置の変更について 
令和５年度４月より、これまでの教室配置を

変更し、１棟に各学年の１組、２組、３組の３教

室を並べて配置することとしました。これまで、

同学年のクラスでも教室が１棟と２棟に分かれ

ており、不便な面がありましたが、３クラスが集

まることで、行き来しやすくなり、より学年の結

束が強まることと思います。なお、れんげ、くら

かけは、２棟２階に配置し、職員室や特別教

室、各学年の交流学級への移動がスムーズに

できるように考えています。 
 
 
                                        

３学期のクラスマッチを３月１３日に行いました。体育委員を中心に生徒の

希望で種目を決め、1 年生はドッジボール、2 年生はサッカーで汗を流しまし

た。クラス対抗で楽しみながらも真剣に勝負し、友達のプレーに大きな声で声

援を送ったり、チームの得点を喜んだりして、大変微笑ましい様子が見られま

した。 
クラスマッチ（１，２年生） 
 

７：４５解錠 


